
古川排水機場整備事業について
令和８年４月
から運用開始!!

1



P

P

P

ヤブレ沼

凡例： 水位計(秋田市)

潟中町ポンプ：秋田市上下水道局
かたなかちょう

河川カメラ① 西潟敷一号橋

水位計① 大野橋

水位計② 大野新川橋

水位計③ 大久保古川橋

河川カメラ② 小股尻橋

河川カメラ③ 下久保新橋

凡例： 河川カメラ(秋田市)

古川排水樋門：国土交通省

現況写真

大住地区
道路冠水警報ユニット

2

2

古川分水門：秋田市建設部

整備イメージ図

古川排水機場：秋田市建設部

猿田川樋門：秋田県

古川雨水排水ポンプ場
：秋田市上下水道局

整備イメージ図

整備イメージ図

現況写真

現況写真

古川流域の総合的な治水対策 概要図



古川排水樋門

排水ポンプ

操作棟

完成全景（令和８年４月から運用開始）

排水能力

給電設備
排水形式
操 作 棟

10m3/s（水中ポンプ（１m3/s）×10台）
※25mプールを約30秒で空にできる。
発動発電機×５台
堤防乗越形式 鋼管Φ600×10本
鉄骨平屋建、建築面積271.20m2

施 設 概 要
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古川排水機場の役割

古川排水機場の整備について

雄物川の水位上昇に伴い、古川排水樋門が閉じた際に、流れ先を失った古川上流部の水を
雄物川へ強制的に排水するもの。
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吸水槽・除塵機について

導水路

水中ポンプ φ700 
(1ｍ3/ｓ)×10台

堤防乗越管
鋼管φ600×10本

雄物川へ

• 吸水槽は、ポンプごとにスペースを区切るこ
とで、導水路からの水位と水流を整え、安定
した状態で水中ポンプが吸水できるように設
置している。

形 式 ：
幅 ・ 高 さ ：
台 数 ：

背面降下前面掻揚式
4.2ｍ×7.5ｍ/台
５台

◆除塵設備

吸水槽断面図

吸水槽や除塵機について

• 除塵機は、スクリーンと周りを回転するレー
キにより、ゴミを掻き揚げて取り除く設備。
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形 式 ：
ポ ン プ 径 ：
排 水 能 力 ：

コラム式水中ポンプ
700㎜
１㎥/ｓ×10台

◆排水ポンプ

【特徴２】排水ポンプの小容量・多台数化

• 低地のため耐水性を考慮し、水中ポンプを採用。
• 小容量の救急排水設備型（１ｍ³/s 揚程≧９ｍ）の 採用によりコストを抑えた。
• 多台数化により故障時のリスクを分散。降雨状況に合わせて稼働台数を変更することで効率的

な運用が可能。

【特徴１】堤防乗越形式 定規断面外での整備が可能となり、経済性、施工日数で有利

導水路

古 川

雄物川へ約
2
.5

ｍ

ポンプ吊込状況

ポンプ等の排水設備について

鋼管Φ600×10本

◆堤防乗越管



排水機場操作棟について

管理室

電気室

発電機室

玄関

名 称
主要構造
規 模

古川排水機場操作棟
鉄骨造（平屋建）
建築面積271.2㎡（約82坪）

地下埋設燃料タンク
（軽油２万ﾘｯﾄﾙ）
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中央監視操作卓

【特徴３】排水機場の耐水化

水中ポンプの採用のほか、除塵機の駆動部や制御盤を高所に設置することや発動発電機等を
格納する操作棟を造成盛土上に建築することで耐水化を図った。

操作盤 ディーゼル式発電機

※雄物川計画高水位よりも高くするため、３ｍ程度盛土

操作棟

テニスコート
１面分とほぼ同
じ大きさ



監視画面 中央監視操作卓・クラウド監視兼用

・排水機場の運転は、現場操作盤での操作のほか、操作棟に設置する中央監視操作卓に様々な機
器等の信号を集約し、一つの画面で排水機場全体の監視操作を行う。

・運転状況や故障などの情報はインターネット（クラウド）を通じて、市役所などにおいても遠
隔監視できる。

• 樋門の開度計・水位計の信号を排水機場の中央監視操作卓に取込んでいる。
• 排水機場と一体的に操作するため、国から業務委託を受け市で排水樋門の操作も行う。
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中央監視操作卓

○古川排水樋門（国交省）との連携について

⚡

様々な機器等の
信号を集約

インターネット

遠隔監視

（クラウド）

運転操作について



導水路整備 吐出配管設置 操作棟鉄骨建方

事業費（調査設計、工事）：約３４．２億円

令和6年7月大雨により現場冠水

主な整備工事のスケジュール
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